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(百万円未満切捨て)

１．2022年11月期第３四半期の業績（2021年12月１日～2022年８月31日）
（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年11月期第３四半期 966 12.9 11 ― △0 ― △0 ―
2021年11月期第３四半期 855 ― △0 ― △0 ― △0 ―

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年11月期第３四半期 △0.12 ―

2021年11月期第３四半期 △0.14 ―

(注) １．当社は、2020年11月期第３四半期においては、四半期財務諸表を作成していないため、2021年11月期第３四

半期の対前年同四半期増減率を記載しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。

３. 2021年10月27日付で普通株式１株につき30株の株式分割を行っておりますが、2021年11月期の期首に当該株

式分割が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」を算定しております。
　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年11月期第３四半期 419 208 49.8

2021年11月期 270 52 19.4

(参考) 自己資本 2022年11月期第３四半期 208 百万円 2021年11月期 52 百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年11月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2022年11月期 ― 0.00 ―

2022年11月期(予想) 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．2022年11月期の業績予想（2021年12月１日～2022年11月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,459 25.3 66 ― 53 ― 67 ― 36.29

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年11月期３Ｑ 1,892,000株 2021年11月期 1,767,000株

② 期末自己株式数 2022年11月期３Ｑ ―株 2021年11月期 ―株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年11月期３Ｑ 1,854,591株 2021年11月期３Ｑ 1,767,000株

(注) 2021年10月27日付で普通株式１株につき30株の株式分割を行っておりますが、2021年11月期の期首に当該株

式分割が行われたと仮定して、発行済株式数（普通株式）を算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提については、添付資料「１．当四半期決

算に関する定性的情報(３)業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間における我が国経済は、緊急事態宣言などの行動制限は解除され、景気に持ち直しの動きが

期待されたものの、７月以降、第７波となる新型コロナウイルスの爆発的感染により、依然として先行き不透明な状

況が続いております。

このような状況の下、当社では、2022年６月１日より家事代行サービス価格を改定いたしました。当社はこれまで、

テクノロジーを活用した独自の仕組み構築による業務効率化・合理化により、コストの削減に努めてまいりました。

これにより、キャストへは業界でも高い水準の報酬の還元、及び、お客様へはお役立ていただきやすいサービス価格

の維持に取り組んでまいりました。昨今、介護・福祉現場で働く職員の処遇改善を目的とした賃上げ等が実施される

中、当社でも品質維持の観点から、キャストへの報酬の増額を実施いたしました。

以上の結果、当第３四半期累計期間における売上高は966,018千円（前年同四半期は855,864千円、前年同四半期比

12.9％増）となりました。また、営業利益は11,150千円（前年同四半期は営業損失188千円）、経常損失及び税引前四

半期純損失は共に318千円（前年同四半期は経常損失及び税引前四半期純損失共に56千円）、四半期純損失は219千円

（前年同四半期は四半期純損失247千円）となりました。なお、株式公開費用が営業外費用として11,259千円発生（前

年同四半期は計上なし）しております。

また、当社は家事代行サービス事業のみの単一セグメントであるため、セグメント情報に関連付けた記載は行って

おりません。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期会計期間末における流動資産は374,799千円となり、前事業年度末に比べ、142,495千円増加しまし

た。これは主に、上場に伴う増資により、現金及び預金が132,954千円増加したこと、サービス件数増加に伴い、売

掛金が9,924千円増加したことによるものです。

また、当第３四半期会計期間末における固定資産は44,209千円となり、前事業年度末に比べ、6,271千円増加しま

した。これは主に、DX事業推進に伴うソフトウェア開発により、無形固定資産が9,332千円増加したことによるもの

です。

この結果、当第３四半期会計期間末における総資産は419,008千円となり、前事業年度末に比べ、148,767千円増

加しました。

（負債）

当第３四半期会計期間末における流動負債は140,285千円となり、前事業年度末に比べ、7,603千円減少しまし

た。これは主に、消費税の納付により未払消費税が減少したことによるものです。なお、固定負債は70,000千円と

なり、前事業年度末から変動はありません。

この結果、当第３四半期会計期間末における負債合計は210,285千円となり、前事業年度末に比べ、7,603千円減

少しました。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産合計は208,723千円となり、前事業年度末に比べ、156,370千円増加しま

した。これは主に、上場に伴う増資により、資本金が77,625千円、資本剰余金が77,625千円増加したこと、また四

半期純損失を219千円計上したことによるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年11月期の業績予想につきましては、2022年２月22日公表「東京証券取引所マザーズへの上場に伴う当社決算

情報等のお知らせ」から変更はありません。2022年11月期における新型コロナウイルスの当社業績への影響について

は、前事業年度と同程度であると仮定しており、通期の業績に与える影響は現時点で軽微であると考えております。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2021年11月30日)

当第３四半期会計期間
(2022年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 169,779 302,733

売掛金 57,051 66,976

その他 5,472 5,089

流動資産合計 232,303 374,799

固定資産

有形固定資産 8,047 5,748

無形固定資産 6,908 16,241

投資その他の資産

繰延税金資産 9,299 9,299

その他 13,682 12,919

投資その他の資産合計 22,981 22,219

固定資産合計 37,937 44,209

資産合計 270,241 419,008

負債の部

流動負債

買掛金 74,637 74,941

未払金 28,914 34,776

未払法人税等 290 5,605

キャストポイント引当金 11,969 ―

クーポン引当金 1,340 ―

その他 30,736 24,961

流動負債合計 147,888 140,285

固定負債

長期借入金 70,000 70,000

固定負債合計 70,000 70,000

負債合計 217,888 210,285

純資産の部

株主資本

資本金 80,600 158,225

資本剰余金 370,695 448,320

利益剰余金 △398,942 △397,821

株主資本合計 52,352 208,723

純資産合計 52,352 208,723

負債純資産合計 270,241 419,008
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2020年12月１日
　至 2021年８月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2021年12月１日
　至 2022年８月31日)

売上高 855,864 966,018

売上原価 556,918 628,090

売上総利益 298,946 337,927

販売費及び一般管理費 299,135 326,776

営業利益又は営業損失（△） △188 11,150

営業外収益

受取利息 0 1

その他 431 89

営業外収益合計 432 90

営業外費用

支払利息 300 300

株式公開費用 ― 11,259

その他 0 ―

営業外費用合計 300 11,559

経常損失（△） △56 △318

税引前四半期純損失（△） △56 △318

法人税等 190 △98

四半期純損失（△） △247 △219
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2022年２月22日に東京証券取引所マザーズに上場いたしました。上場にあたり、2022年２月21日を払込

期日とする有償一般募集増資（ブックビルディング方式による募集）により新株式125,000株を発行しております。

当該増資により資本金及び資本剰余金はそれぞれ77,625千円増加しました。上記の結果、当第３四半期会計期間末

において、資本金が158,225千円、資本剰余金が448,320千円となっております。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積り実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。)

等を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取れると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これによる主な変更点は以下の通りです。

① 純額による収益認識

クーポン及びギフト利用による売上について、従来は総額を収益として認識し、値引額を販売費及び一

般管理費として処理する方法によっておりましたが、純額で収益を認識することとしております。

② 自社紹介クーポン制度に係る収益認識

お客様が紹介制度を利用した際に付与しているクーポンについては、従来は付与したクーポンの利用に

備えるため、将来利用されると見込まれる額をクーポン引当金として計上しておりましたが、付与した

クーポンはお客様に支払われる対価として認識し、お客様がクーポンを適用したときに適用額を売上高

より控除しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期累計期間の売上高及び販売費及び一般管理費は6,618千円減少しております。また、

利益剰余金の当期首残高は1,340千円減少しております。

なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経

過的な取扱いに従って、前第３四半期累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載して

おりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとなりました。なお、この変更による四半期財務

諸表に与える影響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期累計期間（自 2020年12月１日　至 2021年８月31日）

当社の事業セグメントは、家事代行サービス事業のみの単一セグメントであるため、セグメント情報の記載

を省略しております。

当第３四半期累計期間（自 2021年12月１日　至 2022年８月31日）

当社の事業セグメントは、家事代行サービス事業のみの単一セグメントであるため、セグメント情報の記載

を省略しております。

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当第３四半期累計期間（自 2021年12月１日 至 2022年８月31日）

(単位：千円)

報告セグメント 合計

お掃除代行・お料理代行 940,261 940,261

その他 25,756 25,756

顧客との契約から生じる収益 966,018 966,018

その他の収益 ― ―

外部顧客への売上高 966,018 966,018

　


